
―
高
橋
病
院
の
診
療
の
現
況
に
つ
い
て
、
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

高
橋
病
院
は
、
函
館
市
内
で
初
め
て
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設
し
た
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
し
た
回
復
期
病
院

で
す
。
当
然
、
急
性
期
病
院
と
の
連
携
は
必
須

と
な
っ
て
お
り
、
急
性
期
病
院
で
あ
る
市
立
函

館
病
院
か
ら
は
、
毎
月
20
名
以
上
の
患
者
が
高

橋
病
院
に
転
院
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

―
道
南
地
域
医
療
連
携
協
議
会
と
道
南
地
域
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
道
南M

ed
Ika

」
に
つ

い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

北
海
道
・
道
南
地
域
は
北
海
道
の
最
南
部
の
函

館
市
を
中
心
と
し
た
地
域
で
す
。
道
南
地
域
医
療

連
携
協
議
会
は
、
〝
地
域
で
患
者
を
診
る
〞
を
理

念
に
、
患
者
情
報
の
共
有
、
医
療
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
患
者
の
投
薬
歴

や
検
査
デ
ー
タ
、
手
術
記
録
、
画
像
デ
ー
タ
な
ど

を
複
数
の
医
療
機
関
が
共
有
し
、
検
査
の
重
複
を

な
く
す
な
ど
患
者
の
負
担
軽
減
を
目
指
す
地
域
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
に
２
０
０

８
年
１
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

道
南
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
道
南

M
edIka

」
は
、
同
協
議
会
に
参
加
す
る
医
療
施

設
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
結
び
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
つ
つ
、
診
療
情
報
の
共
有

を
実
現
し
て
い
ま
す
（
９
頁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
、

11
頁
画
面
構
成
図
参
照
）。

―
今
回
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
道

急性期病院、回復期病院、開業医が
ITによる継ぎ目のない医療連携を実現、
地域完結型の医療体制の構築を目指す

函館市を中心とする函館・道南地区にある複数の医療施設の医師らは、
インターネットを活用した地域医療ネットワーク

「道南MedIka（メディカ）」を構築し、2008年４月より本格稼働を開始した。
同ネットワークの運営母体となった道南地域医療連携協議会の理事長であり、

高橋病院院長の長谷川　正氏他、キーパーソンとなった医師たちに、
設立の経緯やその有用性などについて聞いた。

道
南
地
域
医
療
連
携
協
議
会
理
事
長

医
療
法
人
社
団
高
橋
病
院
　
院
長

長
谷
川
正
氏
に
聞
く

道南地域医療連携ネットワーク　道南MedIka

長谷川正（はせがわ・ただし）氏
1965年札幌医大卒。71年より市立
函館病院勤務、03年同病院院長、
07年より高橋病院院長。07年道南
地域医療連携協議会理事長に就任

市立函館病院は病床数734床。江戸時代、北海道で
初の病院として開設。2000年に現在地に新築移転す
ると共に専従の救急医を配置するなど、市内唯一の
救命救急センターを有する病院として、2万名以上
の救急患者と4000台以上の救急車を受け入れている

特定医療法人社団高橋病院は病床数179床。100年以上
の歴史を持つ同病院は、2006年11月より回復期リハビ
リテーション病棟を函館で初めて開設、介護老人保健
施設「ゆとりろ」（150床、デイケア）を持つなど、保
健・医療・福祉ネットワーク事業を展開している

新 医 療 2009年 2 月号 （ 10 ）
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多
く
の
方
々
か
ら
の
賛
同
と
協
力
が
得
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
患
者
さ
ん
の
同
意
を

得
て
か
ら
診
療
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で

参
照
し
て
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
概
ね

良
い
反
応
を
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
医
師
の
立
場
か
ら
す
る
と
処
方

や
検
査
内
容
な
ど
、
自
分
の
診
療
行
為
が
他
の

医
師
に
さ
ら
け
出
さ
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
診
療
行
為
を
オ
ー
プ
ン
に
す

る
姿
勢
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ

と
に
繋
が
る
の
で
す
。

―
今
後
の
道
南
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
想
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

来
年
度
に
は
、
画
面
上
に
連
携
病
院
の
医
師

の
顔
を
表
示
し
、
直
接
会
話
が
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
予
定
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
連
携

は
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
医
療
連
携
に

と
っ
て
医
師
同
士
のF

ace
to
F
ace

の
関
係
は
重

要
で
す
。
例
え
ば
、
当
院
か
ら
市
立
函
館
病
院

に
検
査
依
頼
を
行
な
う
際
、
診
療
放
射
線
技
師

と
直
接
会
話
す
れ
ば
、
よ
り
精
度
の
高
い
検
査

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
来
年
度
に
は
、
参
加
す
る
急
性
期
病
院

も
増
え
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

地
域
の
診
療
所
の
み
な
ら
ず
、
老
健
施
設
や
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
も
、
参
加
施

設
が
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
施
設
数
が
増
え

て
裾
野
が
広
が
れ
ば
、
各
施
設
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
も
相
乗
効
果
で
大
き
く
な
り
ま
す
し
、

コ
ス
ト
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
が
患
者

の
た
め
、
引
い
て
は
日
本
の
医
療
全
体
を
良
く

し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南M
ed
Ika

」
の
有
用
性
を
、
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

従
来
、
急
性
期
病
院
か
ら
転
院
し
て
く
る
患

者
の
紹
介
状
や
診
療
情
報
提
供
書
に
は
、
あ
ま

り
多
く
の
診
療
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
少
な
い
情
報
か
ら
手
探
り
の
よ
う
な
状
況

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
引
き
受
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
す
る
と
各
病
院
に
あ
る
電
子
カ
ル
テ
上

の
患
者
情
報
を
相
互
に
閲
覧
で
き
る
た
め
、
退

院
時
要
約
な
ど
の
詳
細
な
情
報
を
瞬
時
に
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
急
性
期
病
院
で
ど
ん
な
治

療
を
行
い
、
ど
ん
な
経
過
を
経
て
き
た
か
、
ま

た
処
方
さ
れ
た
注
射
や
薬
の
内
容
な
ど
が
一
目

瞭
然
で
す
。
従
来
の
よ
う
に
紙
で
は
見
え
て
こ

な
い
診
療
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
る
透
明
性

を
確
保
し
た
こ
と
が
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
の
筆

頭
で
し
ょ
う
。

次
い
で
、
画
像
デ
ー
タ
や
そ
れ
に
つ
い
て
の

レ
ポ
ー
ト
を
閲
覧
で
き
る
点
も
評
価
で
き
ま
す
。

急
性
期
病
院
に
は
、
様
々
な
疾
患
に
対
す
る
専

門
家
が
お
り
、
そ
の
よ
う
な
専
門
家
の
意
見
を

直
接
知
る
こ
と
は
、
回
復
期
の
治
療
を
行
う
際

に
非
常
に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

日
本
の
医
療
を
変
え
て
い
く

―
道
南
地
域
医
療
連
携
協
議
会
の
理
事
長
と
し

て
、診
療
所
の
先
生
方
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加

し
て
い
る
診
療
所
の
数
は
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、

北
美
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
岡
田
晋
吾
理
事
長
な
ど
、

「道南MedIka」が運営している道南地域医療連携ネットワークは、総務省「u-Japanベストプラクティス2008大賞」を受賞した地域医療連携サービス「ID-Link（エスイーシー社）」を
活用。このネットワークでは、市立函館病院と高橋病院の診療データを、登録をしている15の診療所で参照することができる。
同意した患者について、各病院と診療所の患者のＩＤ番号をエスイーシー社にあるアウトソーシングセンターに登録。各施設で登録したＩＤ番号は、患者ごとに管理ＩＤで紐付け
され、同一患者であればどこの施設からでも、自分の病院、診療所の患者ＩＤで他施設の診療情報が参照できる仕組みとなっている。
アウトソーシングセンターでは、診療情報を保有しておらず、各患者の診療データは、それぞれの医療施設の公開用サーバに保存される。このネットワークの特長として、VPN装
置を介してインターネット回線を用いることで導入コストを抑えつつセキュリティの高いネットワークを構築でき、ネットワークへの参加が容易な点が大きな特徴である。

道南地域医療連携ネットワーク「道南MedIka」
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医
療
者
の
〝
汗
〞
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
。
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

現
在
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加

し
て
い
る
施
設
に
よ
っ
て
利
用
内

容
に
差
は
あ
り
ま
す
が
、
脱
退
し

よ
う
と
い
う
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
同
意
書
を
得
る
際
の
患
者
の
反

応
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
説
明
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

は
難
し
い
の
で
す
が
、
転
院
・
退

院
時
で
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、

入
院
当
初
か
ら
連
携
の
仕
組
み
を

説
明
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者

さ
ん
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。

現
在
ま
で
、
同
意
を
求
め
て
拒
否

し
た
患
者
さ
ん
は
ゼ
ロ
で
す
。

―
今
後
、「
道
南M

edIka

」
を
ど
の
よ
う
な
方
向

に
利
用
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
よ
っ
て
双
方
向
性

を
持
っ
た
、
低
コ
ス
ト
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
、
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
参
加
医
療

機
関
の
数
が
少
な
い
で
す
が
、
将
来
的
に
は
現

在
の
５
倍
く
ら
い
に
は
増
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
医
療
だ
け
で
な
く
福
祉
や
介
護
の

分
野
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
こ
れ
ま
で

顔
も
知
ら
な
い
医
師
ら
とF

ace
to
F
ace

の
関
係

を
築
い
て
、
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
を

構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

携
の
申
し
出
が
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
を
用
い
た
地
域
医

療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

急
性
期
、
回
復
期
、
ホ
ス
ピ
ス
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

在
宅
な
ど
の
立
場
の
違
う
参
加
メ
ン
バ
ー
が
月

１
回
以
上
の
会
合
を
２
年
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、

内
容
を
協
議
し
ま
し
た
。
各
施
設
で
欲
し
い
情

報
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。
各
施
設
に
と
っ
て

必
要
な
情
報
と
は
何
か
を
検
討
し
、
情
報
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

診
療
デ
ー
タ
を
各
医
療
施
設
に

置
く
こ
と
で
低
コ
ス
ト
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
実
現

―「
道
南M

edIka

」
の
優
れ
て
い
る
点
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
か
。

Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

医
療
の
透
明
性
を
高
め
た
こ
と
が
大
き
い
で
す

ね
。
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
転
院
・
退

院
後
の
ケ
ア
の
質
を
高
め
て
も
ら
え
る
と
同
時

に
、
当
院
で
も
転
院
・
退
院
後
の
患
者
の
経
過

を
常
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
非
常

に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
負
担
が
病
院
・
診
療
所
に
と
っ
て
軽

微
で
あ
る
こ
と
も
特
長
の
１
つ
で
す
。
従
来
型

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
異
な
り
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
管
理
サ
ー
バ
に
は
、
患
者
Ｉ
Ｄ
と
基

本
情
報
、
ア
ク
セ
ス
記
録
が
管
理
さ
れ
る
だ
け

で
す
。
診
療
デ
ー
タ
自
体
は
各
医
療
機
関
内
に

あ
る
た
め
、
参
加
医
療
機
関
と
患
者
数
の
増
加

に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
以
外
に
必
要
な
も
の
は
、

―
市
立
函
館
病
院
の
診
療
の
現
況
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
立
函
館
病
院
は
、
許
可
病
床
数
７
３
４
床

の
急
性
期
病
院
で
、
医
師
は
研
修
医
を
含
め
１

１
０
名
、
外
来
患
者
は
１
日
約
１
０
０
０
人
で
、

平
均
在
院
日
数
は
15
・
８
日
程
度
で
す
。

市
内
唯
一
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
病

院
と
し
て
、
地
域
医
療
に
お
け
る
〝
最
後
の
砦
〞

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
Ｉ
Ｔ

化
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
電
子
カ
ル
テ

「M
egaO

akH
R

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
を
２
０
０
７
年
に

導
入
し
て
い
ま
す
。

―「
道
南M

edIka

」
へ
の
参
加
の
経
緯
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
医
療
連

携
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
整

形
外
科
を
中
心
に
地
域
連
携
パ
ス
を
始
め
る
な

ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
医
療
支
援
病
院
を
整
備
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
と

前
後
し
て
、
高
橋
病
院
の
高
橋
理
事
長
か
ら
連

I
n

t
e

r
v

i
e

w

●
市
立
函
館
病
院

副
院
長

下
山
則
彦
氏

下山則彦（しもやま・のりひこ）氏
1977年 弘前大卒。81年弘前大学大
学院卒。同大医学部第一病理学教
室助手を経て、87年市立函館病院
赴任。94年同病院臨床検査科科長、
96年同中央検査部長。2006年から
現職

市立函館病院の1日の外来患者数は約1000名。地方センタ
ー病院や災害拠点病院として認定されており、2000年道内
初の脳死下臓器提供、07年道南での地域がん診療連携拠
点病院の指定を受けるなど、道南地域の病院への診療支
援や患者受け入れの中核的役割を担う

市
立
函
館
病
院
で
は
２
０
０
７
年
に
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH
R

（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）」
を

導
入
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
地
域
連
携
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
写
真
は
電
子
カ
ル
テ
を
活

用
し
な
が
ら
病
理
検
査
を
行
う
下
山
氏
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高橋　肇（たかはし・はじめ）氏
1984年北大卒。同大病院、札幌厚
生病院等を経て、96年高橋病院院
長、01年より同院ならびに社会福
祉法人函館元町会理事長

―
高
橋
病
院
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

１
８
９
４
年
の
開
業
以
来
、
足
掛
け
１
世
紀

に
わ
た
り
、
函
館
の
地
で
地
域
医
療
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
函
館
は
観
光
地
と
し
て
は
著

名
で
す
が
、
地
方
都
市
の
例
に
漏
れ
ず
若
い
人

の
流
出
が
激
し
く
て
高
齢
化
率
も
高
く
、
20
年

後
の
日
本
の
姿
を
映
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

す
。
当
院
で
は
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
在

宅
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
核
と
し
た
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
総
合
的

に
提
供
す
る
病
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
は
電
子
カ
ル
テ
「H

S-

M
I

・R
A

・Is

（
シ
ー
エ
ス
ア
イ
社
）」
を
導
入

し
ま
し
た
。
導
入
の
目
的
は
、
ス
タ
ッ
フ
間
の

情
報
共
有
お
よ
び
患
者
へ
の
情
報
提
供
で

す
。〝
カ
ル
テ
は
患
者
の
も
の
〞
と
い
う
観
点
に

立
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
、
06
年
に
は
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
端
末
か
ら
患
者
が
自
分
の
カ
ル
テ
を
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
成
果

を
出
し
て
き
ま
し
た
。

I
n

t
e

r
v

i
e

w

●
特
別
医
療
法
人
社
団

高
橋
病
院
理
事
長

高
橋
肇
氏

道南地域医療連携ネットワーク「道南 M e d I k a 」 利用画面

▲「道南MedIka」では統一した情報プラ
ットフォームで情報を参照・閲覧してい
る。この画面上では、連携している医療
施設の情報を直感的に捉えて把握するこ
とができるよう、インターフェースに工
夫が施されている。上図はカレンダー表
示画面。患者に処方・注射・検体検査な
どが、異なる電子カルテであっても、ど
の病院で、いつ行われたのかが一目で把
握できる

▲検体検査結果表示画面。検査データを時系列
で表示することができ、患者の様子の変化を具
体的に掴める

▲文書一覧画面。退院時要約や診療情報提供書
などがまとめられ、文書ＩＤをクリックすれば、
その文書情報を閲覧できる

▲退院時要約文書。病歴や入院後経過などを見
ることで、退院時の患者の正確な情報を掴むこ
とができ、回復期リハビリや在宅での診療など
を的確に実施できる

▲画像情報画面。超音波画像を含む、
様々な医用画像情報をWebブラウザ
上で閲覧することができる

tレポート情報画面。医用画像だけ
でなくレポートもWebブラウザ上で
閲覧できる

市立函館病院データ
（MegaOakHR）

高橋病院データ
（MI・RA・Isシリーズ）

高橋病院データ
（MI・RA・Isシリーズ）

市立函館病院データ
（MegaOakHR）

高橋病院データ
（MI・RA・Isシリーズ）
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院
も
必
要
で
す
し
、
病
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
は
必
須
で
す
。
た
だ
地
域
連
携
を
進
め
る
た

め
に
は
、
診
療
情
報
の
交
換
を
容
易
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。『
道
南M

ed
Ik
a

』
に
は
、
そ

れ
を
実
現
で
き
る
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

ま
た
、
同
じ
く
「
道
南M

edIka

」
に
参
加
し

て
い
る
、
ご
と
う
内
科
胃
腸
科
院
長
の
後
藤

琢
氏
は
、
岡
田
氏
ら
と
設
立
し
た
「
道
南
在
宅

ニ
ッ
ク
も
、
そ
ん
な
医
療
施
設
の
１
つ
だ
。
道

南
地
域
医
療
連
携
協
議
会
の
副
理
事
長
で
同
ク

リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
の
岡
田
晋
吾
氏
は
「
道
南

M
edIka

」
参
加
の
経
緯
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
高
齢
化
が
進
む
中
、
複
数
の
疾
患
や
症
状
を
持

つ
患
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
患
者
を

治
療
す
る
こ
と
は
、
１
つ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け

で
は
難
し
く
、
病
院
や
地
域
の
専
門
医
と
の
連

携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
重
け
れ
ば
入

「
道
南M

ed
Ik
a

」
に
は
40
以
上
の
診
療
所
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
、
診
療
情
報
を
共
有
し

て
い
る
。
医
療
法
人
社
団
守
一
会
北
美
原
ク
リ

I
n

t
e

r
v

i
e

w

●
北
美
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長

岡
田
晋
吾
氏

●
ご
と
う
内
科
胃
腸
科

院
　
長

後
藤
琢
氏
に
聞
く

岡田晋吾（おかだ・しんご）氏
1986年防衛医大卒。公立昭和病院、
函館五稜郭病院を経て、2004年医
療法人社団守一会北美原クリニッ
クを開業

高橋病院では電子カルテシステム「HS-MI･
RA･Is（シーエスアイ）」を導入。指紋による
認証を採用してセキュリティを強化しつつ、
医療の質の向上・診療の効率化による患者へ
のサービス向上を図っている

―
今
回
の
「
道
南M

ed
Ika

」
に
参
加
し
た
経
緯

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
診
療
の
核
な
ら
ば
、

急
性
期
病
院
か
ら
積
極
的
に
患
者
を
引
き
受
け
、

ま
た
在
宅
医
療
に
向
け
た
老
健
施
設
な
ど
と
の

連
携
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
当
院
で
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
よ
く
実
施
す
る

た
め
の
情
報
入
手
手
段
と
し
て
、
「
道
南

M
edIka

」
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
道
南M

edIka

」
は
06
年
９
月
に
構
想
の
検
討

が
始
ま
り
、
07
年
４
月
よ
り
試
験
運
用
を
開
始
。

08
年
１
月
に
は
、
運
営
母
体
と
な
る
道
南
地
域

医
療
連
携
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
08
年
４
月
よ

り
本
格
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
登
録

施
設
は
40
を
超
え
、
登
録
患
者
数
も
月
に
約
１

０
０
人
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
展
さ
せ
、

地
域
全
体
で
患
者
を
診
療
す
る

体
制
の
構
築
を
目
指
す

―「
道
南M

edIka

」
へ
の
参
画
で
、
病
院
運
営
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
。

こ
れ
ま
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
診
療
デ
ー
タ
は
な

か
な
か
オ
ー
プ
ン
に
さ
れ
ず
、
少
な
か
ら
ず
診

療
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
診
療
情

報
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
ね
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
同
意
を
早
め
に

得
ら
れ
れ
ば
、
転
院
前
に
診
療
情
報
を
分
析
し

て
、
事
前
に
入
院
後
の
診
療
計
画
を
立
て
ら
れ

る
な
ど
、
き
め
細
か
い
治
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ー
タ
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
各
医
療
施
設
に
お
け
る
医
療
の

標
準
化
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
治
療
が
行

わ
れ
る
可
能
性
が
拡
が
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療
の
質
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
す
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
当
院
で
は
関
連
老
健
施
設
に
「
道
南

M
edIka

」
を
組
み
込
ん
で
、
当
院
か
ら
老
健
に

転
所
し
た
、
あ
る
い
は
転
所
予
定
の
患
者
の
最

新
情
報
の
共
有
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
、「
道
南M

ed
Ika

」
の
発
展
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
構
想
を
お
持
ち
で
す
か
。

現
在
は
、
登
山
で
言
う
な
ら
ば
４
〜
５
合
目

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
道
南
地
域

で
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域

連
携
パ
ス
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
れ
ば
、
急
性

期
病
院
間
で
の
患
者
交
換
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
介
護
支

援
事
業
所
な
ど
と
も
連
携
で
き
れ
ば
、
在
宅
医

療
に
大
き
く
貢
献
す
る
は
ず
で
す
。

現
在
、
調
剤
薬
局
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
薬
局
で
は
、
患
者
が
持
参
す
る
処
方
箋

の
紙
１
枚
し
か
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ

の
薬
が
処
方
さ
れ
た
根
拠
を
知
る
こ
と
は
、
よ

り
適
切
な
薬
の
利
用
に
繋
が
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
、「
道
南M

ed
Ik
a

」
を
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、
患
者
に
関
わ

る
関
係
者
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

が
最
終
目
標
で
す
。
も
う
、
１
ヵ
所
の
病
院
で
、

す
べ
て
を
診
療
す
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

機
能
分
化
に
よ
っ
て
、
地
域
の
優
れ
た
医
療
機

関
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高橋病院は、回復期リハビリテーション
病棟を持ち、豊富な実績による地域住民
や医療機関からの信頼も厚い。老健施設
以外にもケアハウス「菜の花」や訪問看
護ステーション「ほうらい」・訪問介護
ステーション「元町」を有し、在宅につ
いても様々なサービスを提供している
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こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
が
、
病
院
の
ド
ク
タ
ー
は

多
忙
で
す
か
ら
、
専
門
医
の
意
見
や
病
院
で
の
最

新
の
医
療
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
得
ら
れ

れ
ば
有
り
難
い
で
す
ね
。
ま
た
、
今
後
は
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
開
業
医
同
士
の
連
携
を
深

め
、
１
人
の
患
者
を
総
合
的
に
診
療
で
き
る
よ
う

な
体
制
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

岡
田
氏
と
後
藤
氏
は
、
病
院
か
ら
情
報
提
供

を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
診
療
所
の
側
か
ら
情

報
発
信
も
し
て
い
き
た
い
と
言
う
。
後
藤
氏
は
、

診
療
所
側
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
話
す
。

「
現
在
は
、
病
院
側
の
診
療
デ
ー
タ
を
閲
覧
す

る
の
み
な
の
で
、
診
療
所
側
か
ら
情
報
発
信
が

で
き
ま
せ
ん
。
私
の
施
設
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ウ
ザ
だ
け
し
か
な
い
施
設
で
も
、

病
院
と
容
易
に
診
療
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
連
携
も
深
ま
っ
て
、
よ
り
質
の
高

い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
」

「
道
南M

edIka

」
で
は
、
09
年
度
に
は
診
療
所

側
か
ら
の
情
報
発
信
機
能
を
持
た
せ
た
シ
ス
テ

ム
へ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る

と
い
う
。
今
後
も
発
展
を
続
け
る
同
シ
ス
テ
ム

は
、
地
域
医
療
連
携
の
発
展
を
支
え
る
ツ
ー
ル

と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
。

後藤　琢（ごとう・たく）氏
1995年川崎医大卒。同年より川崎
医大病院勤務、2001年よりごとう
内科胃腸科院長

ごとう内科胃腸科外観。１日
の外来患者は50～60名。地域
に根ざすかかりつけ医として、
外来・往診・在宅医療・福祉
介護の充実を目指している

北美原クリニックは、2004年開業。地域の
ホームドクターを目指し、外科・内科など
幅広い診療科目を受け持ち、地域住民の信
頼も厚い。2006年には人工透析センターを
オープン。１日の外来患者数は透析センタ
ーを含め、200名を超えるという

道南地域医療連携協議会

道南地域医療連携協議会は、“地

域で患者を診る”を理念に、地域医

療連携ネットワークの構築を目的

に、2008年1月に設立。同協議会に

は40以上の医療機関が参加し、登録

患者数は1000名を超えている。同協

議会では今後、道南地域医療連携ネ

ットワーク「道南MedIka」の一層の

技術開発とネットワーク拡大を推

進。また、大学や行政機関との連携

や地域医療ネットワーク普及のため

の支援活動などにも積極的に取り組

む。将来はＮＰＯ法人化を視野に入

れているという。

理 事 長：高橋病院院長

長谷川正氏

副理事長：市立函館病院副院長

下山則彦氏

北美原クリニック理事長

岡田晋吾氏

診療情報開示病院：市立函館病院

高橋病院

参加医療機関数：43
（2008年12月現在）

ケ
ア
研
究
会
」
を
通
じ
て
、
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
動
き
を
知
っ
た
と
い
う
。

「
道
南
在
宅
ケ
ア
研
究
会
は
、
医
師
だ
け
で
な

く
在
宅
医
療
に
関
わ
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
含
む

医
療
関
係
者
と
情
報
交
換
を
す
る
た
め
に
設
立

し
た
組
織
で
す
。
在
宅
医
療
と
地
域
医
療
連
携

は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
の
で
、

今
回
の
話
に
興
味
を
持
ち
参
加
を
決
意
し
ま
し

た
が
、
非
常
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

診
療
所
の
側
か
ら
見
た
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

有
用
性
を
岡
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

「
病
院
に
お
け
る
診
療
デ
ー
タ
や
画
像
を
、
診

療
所
に
居
な
が
ら
に
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る

点
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

私
は
消
化
器
分
野
が
専
門
で
す
が
、
例
え
ば

大
腸
が
ん
の
患
者
で
、
手
術
の
病
理
結
果
や
手

術
後
の
経
過
、
抗
が
ん
剤
治
療
の
検
査
デ
ー
タ

の
動
き
な
ど
、
紹
介
状
な
ど
に
は
書
き
き
れ
な

い
細
か
い
デ
ー
タ
を
完
全
に
把
握
で
き
ま
す
か

ら
、
他
の
施
設
を
退
院
し
た
後
の
患
者
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
上
で
と
て
も
便
利
で
す
。

画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
、
昨
今
の
医
療
機

器
の
進
歩
で
病
院
側
か
ら
提
供
さ
れ
る
画
像
デ

ー
タ
も
膨
大
で
す
。
ど
こ
に
保
管
す
れ
ば
良
い

か
、
診
療
所
と
し
て
は
頭
の
痛
い
問
題
で
し
た
。

し
か
し
、『
道
南M

ed
Ik
a

』
で
は
、
画
像
や
診

療
デ
ー
タ
は
各
病
院
内
の
サ
ー
バ
に
保
存
さ
れ

て
い
る
た
め
、
診
療
所
側
は
そ
う
し
た
負
担
を

負
わ
ず
に
済
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
と
言
え
ま
す
ね
」

後
藤
氏
は
、
患
者
に
安
心
感
を
与
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

「
病
院
か
ら
退
院
し
て
、
診
療
所
を
訪
れ
る
際
、

患
者
は
自
身
の
病
気
が
ど
の
よ
う
に
治
療
さ
れ

た
の
か
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
病

院
で
ど
の
よ
う
な
検
査
や
治
療
が
行
わ
れ
た
か

を
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
電
子
カ

ル
テ
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
、
診
療
内
容
を
患

者
に
改
め
て
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
患

者
に
と
っ
て
は
非
常
に
安
心
で
き
る
仕
組
み
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

病
診
連
携
だ
け
で
な
く
、

診
診
連
携
に
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
役
立
て
た
い

後
藤
氏
は
、
今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

し
て
、
病
診
連
携
だ
け
で
な
く
、
診
診
連
携
の

可
能
性
に
も
注
目
し
て
い
る
。

「
最
終
的
に
は
、
他
の
診
療
科
の
開
業
医
た
ち

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
診
診
連
携

も
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

当
院
で
は
、
糖
尿
病
の
患
者
が
多
い
た
め
、

合
併
症
の
面
か
ら
眼
科
と
の
連
携
や
、
在
宅
患

者
の
口
腔
ケ
ア
等
で
の
訪
問
診
療
さ
れ
て
い
る

歯
科
医
師
と
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
う
し
た
開
業
医
同
士
の
連
携
に
シ
ス
テ
ム
を

う
ま
く
使
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

岡
田
氏
は
、「
道
南M

ed
Ik
a

」
に
対
す
る
期

待
と
要
望
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
日
常
的
な
診
療
業
務
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
疾
病
の
専
門
医
に
相
談
し
た
い
こ
と
や
、
診

療
所
で
行
っ
て
い
る
治
療
法
が
標
準
的
な
治
療

な
の
か
ど
う
か
専
門
医
の
意
見
を
聞
き
た
い
ケ
ー

ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
電
話
で
す
ぐ
連
絡
を
と
る

※下山則彦氏、高橋肇氏、後藤琢氏が参加した地域医療連携に関する座談会がP.80より
掲載しておりますので、そちらもご参照ください
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